
ダムを建設するために

流量観測 観測機器保守点検 用地測量

■水理・水文調査

■これまでの事業の主な経緯

ダムができるまでの流れ

建設工事

令和
18年度
（予定）

令和
19年度
（予定）

基本計画公示

用地買収

維持管理

工事用道路 補償工事付替道路

●着工（工事用道路）

掘削

●基礎掘削工事 ●操作盤

●仮排水トンネル ●CSG製造設備

堤体工

●基礎処理工事
●堤体打設工事

管理設備
●鳴瀬川ダム竣工（管理移行）

●付替道路

●事業完了
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※赤囲みは現時点（令和5年3月）の事業段階を表しています。
※工事用道路・試験湛水・漆沢ダム洪水調節専用化以外の写真は他ダムのイメージであり、管理設備は湯田ダム、
その他は成瀬ダムのものです。
※現時点の計画であり、事業進捗により変更となる場合があります。

ダムを建設するために様々な業務を行っています。 ダム事業の計画から工事、管理まで

雨量や河川の流量などの調査や観測所の点検を行います。
■用地調査・補償業務
事業実施用地取得のための調査等を行っています。

ボーリング調査 ボーリングコア確認 せん断試験

■地質調査
ダム建設地や付替道路等の地質や、ダム堤体の材料となる岩石の調査、試験を行います。

取水設備工事（胆沢ダム） 地すべり対策工事（胆沢ダム） 付替道路工事（成瀬ダム）

■工事
ダム本体工事以外にも様々な工事を行います。

災害対応 加美町公認キャラクターと連携した現場紹介

■広報
ダム及び周辺地域の情報を様々なメディアを活用し「親しみやすく」「わかりやすく」広報します。

河川巡視

■河川管理
新たにダムを造る周辺の河川管理を行っています。

■防災
管内で災害が発生した場合の対応。

完　成

仮設備

試験湛水

漆沢ダム洪水調節専用化

●鳴瀬川ダム試験湛水

●トンネル洪水吐き工事

転流工

広報誌「広報チームが行く！」

Twitter

昭和59年（1984年）
平成元年（1989年）
平成4年（1992年）

平成18年（2006年）
平成19年（2007年）
平成25年（2013年）

宮城県　筒砂子ダム実施計画調査に着手
宮城県筒砂子ダム建設に着手
東北地方整備局 鳴瀬川総合開発事業に着手
（鳴瀬川総合開発調査事務所を設置）
鳴瀬川水系河川整備基本方針を策定
鳴瀬川水系河川整備計画（大臣管理区間）を策定
ダム検証に係る対応方針決定

平成26年（2014年）

平成28年（2016年）

平成29年（2017年）

令和元年（2019年）

令和 ２年（2020年）
令和 ２年（2020年）
令和 3年（2021年）
令和 4年（2022年）
令和 4年（2022年）

鳴瀬川水系河川整備計画の変更（筒砂子ダム規模拡大と漆沢ダム
容量再編を記載）
鳴瀬川水系河川整備計画の変更（筒砂子ダムのダム型式をロック
フィルダムから台形CSGダムに変更）
鳴瀬川総合開発調査事務所が工事事務所へ組織改編（調査段階
から建設段階に移行）
河川管理施設等構造令73条第4号 特殊な構造の河川管理施設
等の認定（ダム型式を台形CSGとする事の大臣特認承認）
環境影響評価書公告
基本計画公示
用地補償基準妥結
鳴瀬川ダム工事用道路着手
鳴瀬川水系河川整備計画の変更（筒砂子ダムの名称を鳴瀬川ダ
ムに変更）

色々な仕事が
あるんだね。

ダムができるまで
色々な場面が見られるよ。
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